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平成３０年７月豪雨　愛媛県西予市復興まちづくり計画



（様式１）整備方針等

【市域全域における防災上の現状及び課題】

【整備方針等】

整備方針等

［現状］
　［現状］
　本市は愛媛県の南予地域に位置し、松山市から南西へ約70kmに位置し、面積は約515㎢の広大な面積を有している。西は宇和海に面し、東は四国山地のカル
スト台地に連なる山々が広がり、臨海部から内陸部の平野、そして山間部まで、標高差1,400ｍにも及ぶ変化に富んだ地形を有し、日本ジオパークの認定を受
けている。主要な河川としては瀬戸内海に注ぐ肱川とその支流である黒瀬川、船戸川などが主であり、洪水調整と利水補給の役割を担う野村ダムがある。
 　今回の「平成30年7月豪雨」では、7月4日～8日の期間で肱川上流域では、これまでに経験のない異常な豪雨となり、肱川が越水し、野村町中心地及び肱川
流域において被害が発生したものである。主な被害状況（平成30年9月の計画書提出時点）は、人的被害が死者6名、住家被害が全壊265軒、大規模半壊137軒、
半壊337軒、一部損壊408軒などとなり、その他、農地・施設被害1590件、林道被害73箇所、市道がけ崩れ501件、商工業被害1,518件となるなどこれまでに経験
のない災害となっている。
［課題］
　西予市では南海トラフ地震事前復興研究として、愛媛県及び南予エリアの関係自治体が連携し、災害対策への準備を進めていた最中に起きてしまった豪雨災
害である。今回の災害は、雨と土砂崩れ、流木による複合的水害であり、土砂災害警戒区域の指定がない集落まで土砂が押し寄せている。このようにこれまで
に経験のない異常な豪雨によって、肱川の越水、豪雨の中での市民への伝達の手法、県道・市道が土砂崩落や陥落により、円滑な避難ができなかったことなど
多くの課題が浮き彫りとなった。地域防災計画を見直しを含めた避難のあり方、ソフト面での減災など防災対策全体を再検討しながらも、復旧・復興に向けて
西予市全域における復興ビジョンを策定し、総合的対策を推進することが急務となっている。

　本市では、第２次西予市総合計画（平成28年4月～平成36年3月迄）を策定している。市を取り巻く社会経済情勢は大きく変化し、新たな政策課題も生じるこ
とから、3年ごとの見直しを図りながら、時代に即した柔軟な対応、中長期的な時間軸の中での地域課題への計画的な取組が重要と捉えていることから総合計
画の策定に取り組んでいくこととなっている。
　本計画は、西予市における９年間の行政運営の基本的指針として、まちづくりの最上位計画に位置付けられいる。基本構想の一つに「危機管理」を掲げ、消
防団、自主防災組織、消防署を中心に産官民が連携した自然災害、火災、救済等による防災体制の更なる強化を図ることとしている。
　これから甚大な被害からの早期の復旧・復興を図るために、復興計画策定委員会を設置し、災害時における避難路の整備と避難行動計画を見直すこと、浸水
エリアにおけるまちづくりの提案、仮設住宅からの自立再建に向けた暮らしに関すること、商店街の復興に関すること、農林業の復興に関すること、地域のシ
ンボルでもある公共施設の復興計画など検討を進めていく。また、今回の災害の教訓を踏まえた上で、住民の防災に対する意識の向上等を推進し、コミュニ
ティ強化や自助・共助・公助による地域防災力の向上を図り、安心安全に暮らせる西予市の実現に向けた取り組みを行っていく。

　以上の整備方針のもと、災害に強いまちづくりを推進していくため、西予市復興まちづくり計画の策定を進め、併せて公共施設の復旧や避難路の整備を行こ
なう。



(様式２)計画事業一覧

【都市防災総合推進事業】

愛媛県西予市
注）該当のないメニューについては行を削除する等して、なるべく一枚に収まるよう作成してください。
注）複合施設整備については、設計完了前に補助対象範囲を協議すること。
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(様式４）年度別事業計画１【参考】

［上段：当初(変更前)、下段：変更後］【百万円単位】

愛媛県西予市

平成30年11月
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【参考】年度別事業計画

［上段：当初(変更前)、下段：変更後］【百万円単位】
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（様式６）全体現況図　等

西予市全域地区名 愛媛県西予市 面積 ５１５ha 区域

位 置 図

〇市全域

野村支所

野村ダム

野村地区仮

明間地区仮西予市

野村地区浸水区域

明間避難指示区域

岩木避難指示区域



（様式６）現況図　等

野村地区地区名 愛媛県西予市 面積 515ha 区域

都市防災総合推進事業

（被災地における復興まちづくり総合支援事業）

〇地区

野村支所野村保育所

野村地区仮設住宅

せいよ東給食センター

乙亥会館

三島神社

避難路

市道法正公園


